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曽根地区都市再生整備計画事業

平成24年度　～　平成26年度　（3年間） 京都府京丹波町

① 丹波自然運動公園等の周辺環境を活かし、自然や歴史、地域の人々とのふれあいを楽しむことが出来る交流拠点としての機能を発揮する。

② 基幹産業である農業振興による地域活性化を図る。

③ 京丹波町各地の魅力を発信することで、町内への周遊や滞在を促し、地域活性化を図る。

④
高速道路機能を活かした広域防災活動拠点としての機能を発揮する。

① 京丹波町観光施設における年間交流人口（千人／年）

② 京丹波町の特産品数（品）

③ 地域イベントの開催回数（回／年）

④ 救援物資中継基地の対象人数（人）

Ａ1　基幹事業

番号 事業 地域 交付 直接 事業内容 事業実施期間（年度） 備考

種別 種別 対象 間接 （延長・面積等） H24 H25 H26 H27 H28

1,600

1,567

1,600

1,567

Ｂ　関連社会資本整備事業

事業
地域 交付 直接

備考

種別
種別 対象 間接

H24 H25 H26 H27 H28

 

合計 0

番号 備考

Ｃ　効果促進事業

事業 地域 交付 直接 事業実施期間（年度） 備考

種別
種別 対象 間接

H24 H25 H26 H27 H28

合計 0

その他関連する事業

市町村名

全体事業費

（百万円）

備考

番号 要素となる事業名

要素となる事業名交付対象

合計

（Ａ＋Ｂ＋Ｃ）

1,567 百万円 Ａ 1,567 百万円 Ｂ 0 百万円

要素となる事業名

事業者

事業者

地域生活基盤施設、高質空間形成施設、高次都市施

設、地域創造支援事業 245ha

曽根地区都市再生整備計画事業京丹波町直接

京丹波町

一般都市再生1-A1-1

 社会資本総合整備計画　事後評価書
平成28年3月31日

事後評価

事後評価事後評価

事後評価の

のの

の評価体制

評価体制評価体制

評価体制 公表

公表公表

公表の

のの

の方法

方法方法

方法

担当部局により評価を実施 京丹波町オフィシャルホームページにて公表

施行全体事業費

　京都縦貫自動車道丹波綾部道路の開通に合わせた本町の特性を活かした魅力的なまちを形成する。

1,720

　　計画の成果目標（定量的指標）

当初現況値

備考

事業者

一体的に実施することにより期待される効果

全体事業費

（百万円）

事業実施期間（年度）

市町村名

（事業箇所）

要素となる事業名

京丹波町

全体事業費

（百万円）

事業内容 市町村名

事業内容

市町村名

（延長・面積等）

合計

最終目標値中間目標値

Ｃ／（Ａ＋Ｂ＋Ｃ）

0.0%

－ 1,970

－ 16,500

定量的指標の現況値及び目標値

計画の名称

交付対象

計画の目標

計画の期間

　　定量的指標の定義及び算定式

0

0 百万円 ＣＢ1,600 百万円Ａ 0 百万円

効果促進事業費の割合

計画等の名称

事業種別

（計画策定時） （H26末）

12

4

－

－

14

6

（－）

1,600 百万円全体事業費

合計

（Ａ＋Ｂ＋Ｃ）

番号

１.

１.１.

１.交付対象事業

交付対象事業交付対象事業

交付対象事業の

のの

の進捗状況

進捗状況進捗状況

進捗状況

Ｃ 0 百万円

効果促進事業費の割合

0.0%

Ｃ／（Ａ＋Ｂ＋Ｃ）

全体事業費

（百万円）



２.

２.２.

２.事業効果

事業効果事業効果

事業効果の

のの

の発現状況

発現状況発現状況

発現状況、

、、

、目標値

目標値目標値

目標値の

のの

の達成状況

達成状況達成状況

達成状況

３.

３.３.

３.特記事項

特記事項特記事項

特記事項（

（（

（今後

今後今後

今後の

のの

の方針等

方針等方針等

方針等）

））

）

・交流人口の拡大に向けて、対面での地域情報の発信、手作りマップの作成やイベントなどを通じて、温かみのあるおもてなしで、肌で地域の魅力を感じてもらうため、様々な主体を巻

き込んで地域の魅力を発信する。

・新たな地域特産品を開発するブランド検討委員会の取組みを継続し、地域食材等を使用したオリジナル商品を開発し、住民及び地域団体と連携して京丹波ブランドの向上に取り組む。

・当該施設に隣接する塩谷古墳群のボランティア案内など、住民や地域団体が当該施設を活用して地域の魅力や歴史を伝える取組みの後方支援を行う。

・高速道路機能を生かし、近隣市とともに広域的な交流イベントを開催し、連携して周辺地域の魅力を発信する。

Ⅲ定量的指標以外の交付対象事業

の発現状況（必要に応じて記述）

・ワークショップ等の開催により、地域住民の参画や地元による主体的運営意識の醸成が図られ、地域の新たな女性加工グループの設立につながった。

・住民及び地域団体において、地元食材等を使用した新たな商品開発が進み、京丹波ブランドの向上につながった。

指標④

救援物資中継基

地の対象人数

（人）

最終目標値 16,500

目標値と実績値

に差が出た要因

最終実績値 16,500

道の駅「京丹波　味夢の里」に想定以上の来場者があり、京丹波町全体の年間交流人口が拡大したため。

最終実績値 3,607

Ⅰ事業計画全体の目標達成状況

　京都縦貫自動車道丹波綾部道路の開通に合わせた本町の特性を生かし、魅力的な町を形成する拠点施設として、道の駅「京丹波　味夢の里」を整備し、平成27年7月に

オープンした。

　道の駅「京丹波　味夢の里」全体では年間2,575,352人（平成27年度）という多くの来場者があり、京丹波町の新たな玄関口として、町内の周遊や滞在を促す観光情報等

を発信し、交流人口の拡大に寄与している。また、地域食材等を使用した特産品開発により、地域ブランドの向上による農業振興による地域活性化が図られている。

　さらに、防災拠点施設の整備により、高速道路機能を生かした広域防災活動拠点としての役割を果たしている。

Ⅱ定量的指標の

達成状況

指標①

京丹波町観光施

設における年間

交流人口（千人

／年）

最終目標値 1,970

目標値と実績値

に差が出た要因

指標③

地域イベントの

開催回数（回／

年）

最終目標値 6

目標値と実績値

に差が出た要因

住民や地域団体が当該施設を活用して地域の魅力を伝えるイベントが開催されたこと、また、高速道路機能を生かして近隣市とともに広

域的な交流イベントを開催により、想定以上のイベントが実施されたため。

最終実績値 10

指標②

京丹波町の特産

品数（品）

最終目標値 14

目標値と実績値

に差が出た要因

施設整備に合わせて新たな地域特産品を開発する仕組みを構築した結果、想定以上の新たな特産品が開発されたため。

最終実績値 17



（参考図面）

計画の名称 福知山市中心市街地の賑わいの再生計画

計画の期間 平成24年度　～　平成27年度　（4年間） 京都府福知山市

交付対象

丹波丹波丹波丹波ＰＡ（ＰＡ（ＰＡ（ＰＡ（仮称仮称仮称仮称））））

国道国道国道国道２７２７２７２７号号号号

府道桧山須知線府道桧山須知線府道桧山須知線府道桧山須知線

国道国道国道国道９９９９号号号号

京都縦貫自動車道丹波綾部道路京都縦貫自動車道丹波綾部道路京都縦貫自動車道丹波綾部道路京都縦貫自動車道丹波綾部道路

丹波丹波丹波丹波ＩＣＩＣＩＣＩＣ

丹波自然運動公園丹波自然運動公園丹波自然運動公園丹波自然運動公園

須知高校須知高校須知高校須知高校
文

文文

文

1-A1-1 曽根地区都市再生整備計画事業


